
ービス提供者の健全性を保証する一

方で、回線認証に個人認証や携帯認

証を付加して、通信サービス事業者

が個々のサービス利用者を特定する

こと、利用者了承の下、通信サービ

ス事業者の管理情報（ユーザーID等）

をサービス提供者に適切な範囲で提

供できることが求められていた。

「弊社は、認証機能によりサービス

利用者を保護すると同時に、NGNで

もインターネット並のオープン性を

実現すべきと考え、安心・安全なブ

ロードバンド環境で自由にサービス

を作れるように、NGN上でサービス

生成環境を提供するためのサービス

プラットフォームの構築を実現しま

した（図２参照）。」（日本電気㈱

第一ネットワークソフトウェア事業

部　部長　NGNサービスアプリケー

ション担当　加田好伺氏）

NECは、サービス提供者および

サービス利用者の双方にとって、安

心・安全に、かつNGNならではの

特長あるサービスを提供・享受可能

とするソリューションとして「サー

ビス提供基盤（Service Deleivery

Platform：SDP）」に向けた取組み

を行っている。

具体的には「Webサービス公開

機能」、「ID連携・認証機能」、「イ

ネーブラ機能」の３つの機能で構成

されているサービスプラットフォー

ムの提供である（図３参照）。サー

ビス提供者はこの基盤を利用して、

簡単・安心・安全にNGN上でのサ

ービスの提供が可能となる。以下、

３つの機能について解説する。

NGNサービスが活性化するために

は、End to Endで保証されたQoSを

維持し、より安心・安全で容易にサ

ービスを提供できる環境を構築した

上で、新たな市場を創出することが

必要とされている。特に近年のイン

ターネット市場では、匿名性の高さ

が悪質事業者の隠れ蓑となり、サー

ビス利用者は自己責任で良質なサー

ビスを見分ける必要がある。一方で、

サービス提供者は個々の利用者の特

定が困難で、料金回収の面で課題が

あるなど、誰もが安心して利用でき

る生活インフラが望まれていた。

これらの課題を解消するために、

NGNでは、通信サービス事業者がサ
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①ID連携・認証機能

サービス提供者に対して、各種ID

連携や統合認証等の機能を提供する

ことにより、サービスの信頼性を確

保し、差異化を図ることができる。

②イネーブラ機能

イネーブラ機能は、サービス提供

者によるテレコムWebサービスを

実現するために、網機能を使いやす

い「サービスコンポーネント」とし

てまとめたものである。主にセッシ

ョン（呼）制御や、メディア制御等

のNGN機能を提供する機能をイネ

ーブラ群と呼ぶ。

③Webサービス公開機能

イネーブラ群や連携・認証機能を業

界標準API（Parlay-X）として外部に

公開するためのインタフェースを担う

機能。サービスコンポーネント公開機

能を通して、現在、インターネット上

でサービスを展開しているサービス事

業者が、SIP等の特有の知識がなくと

も、容易にアクセスすることができ、

今後も新しい機能を追加することがで

きるようになっている。

これらの機能を有効に活用すれば、

N G Nで従来の I T系サービスに

Telecom系の要素を取り入れた多彩

なサービスの提供が可能となり、市

場の活性化につながると期待される。

NECは、安心・安全でハイクオ

リティな機能を簡単に利用できる

NGN上で、SDPを活用したサービ

スソリューションを創出している。

以下、代表的なものとして、「アグ

リゲーション型SaaSソリューショ

ン」と「多目的ビデオステーション」

を紹介する。

①アグリゲーション型SaaSソリュ

ーション

アグリゲーション型SaaSソリュー

ションは、サービス基盤からアプリ

ケーションの調達までを網羅的に提

供し、音声系／映像系／IT系など多

様なアプリケーションを一元的な集

合体として利用者に提供することを

可能にしたソリューションである。

近年、市場環境の激化に伴い、企

業ではより一層積極的な IT活用の

必要性が高まっているが、コスト、

人材、セキュリティ等、数多くの課

題がある。それら課題の解決手段と

して期待されているのが「SaaS

（Software as a Service）」である。

最近では、総務省・経済産業省が

中小企業への普及支援を推進してい

るSaaSであるが、現在のSaaS市

場は、各ベンダーが自らの得意とす

るアプリケーションを中心に提供し

ており、いわば専門店が乱立してい

る状態となっている。そのため、企

業は、利用したいアプリケーション

ごとに詳細な調査を行った上で、利

用に際しては、煩雑な契約・支払い

手続きを行う必要があった。

「NECは、アプリケーションの個別

売りではなく、サービス事業者様が豊

富なアプリケーションを品揃えするア

グリゲーション型、いわば『デパー

ト型SaaS』モデルを提唱しています。

このビジネスモデルにおいて、NEC
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御機能、サービス利用者の効率的か

つ直感的なサービス利用を支援する

ユーザーポータル画面である。さら

に、SaaS基盤の保守者やユーザー

企業の管理者がわかりやすいGUI

ベースのメニュー表示で保守・運用

業務を行うことができる操作性や、

課金に必要となる利用者のサービス

利用履歴を収集するといった機能も

提供できる。

SaaSアプリ実行基盤は、SaaSに必

要な要件となる個々のアプリケーシ

ョンのマルチテナント化（単一ハー

ドウェア上での複数アプリケーショ

ンの同時実行）をサポートする機能

を提供する。具体的には、SaaSアプ

リ実行基盤はインスタンス（各アプ

リケーションが他と干渉せずに動作

できる領域）に分割されており、

個々のアプリケーションを動作させ

るインスタンスを制御することで、

システム全体がマルチテナント対応

されているように動作する。この機

能により、サービス事業者はマルチ

テナント機能未対応のアプリケーシ

ョン資産についてもSaaSのサービス

メニューに加えやすくなり、SaaSビ

ジネスの早期立ち上げが可能になる。

「NECは、サービス事業者様に対

して、アプリケーション調達の負担

を軽減するために、独自にサービス

基盤上で動作するアプリケーション

の品揃えに取り組んでいます。主な

ものとしてSFAやCRM、グループ

ウェアに代表されるフロントオフィ

ス系の業務アプリケーションから、

NGNを活用した音声アプリケーシ

ョン、高品位な映像を活用したカン

ファレンス系アプリケーションなど

があります。これらのアプリケーシ

ョン群を企業スターターキットとし

て中小企業向けに特定のセットで提

供するといったメニュー化や、アプ

リケーションの組み合わせによる付

加価値の創出にも取り組んでいきま

す。」（前出　中山善太郎氏）

②多目的ビデオステーションへの取

組み

QoS・セキュリティを保ち、高品

質な映像・音声を確実に伝送する

HD（High Definition）映像サービス

は、NGN上で提供されることでさら

に効果を発揮する。この高品位な

はサービス事業者様がSaaS事業を展

開するために必要となるサービス基

盤を提供していきます。また、NEC

はアプリケーションの仲介業者とし

て、サービス事業者様のアプリケー

ションの調達も支援することが可能

です。」（日本電気㈱　第一ネットワ

ークソフトウェア事業部　プロジェ

クトマネージャー　中山善太郎氏）

サービス事業者に対して、アグリ

ゲーション型でソリューション提供

することにより、サービス利用者は

ひとつのサービス事業者を通じて複

数のアプリケーションをまとめて利

用することができる。もちろん、契

約・支払いが一本化されるととも

に、シングルサインオン機能を活用

したログインによりアプリケーショ

ン毎のID・パスワードの入力が不要

となり、利便性とセキュリティレベ

ルが向上する。また、サービス事業

者はNECからサービス基盤だけで

なく、アプリケーションの調達支援

を受けることにより、早期にSaaS

ビジネスへの参入が可能となる。

サービス基盤は、利用者の認証・

管理を行うSaaSデリバリ基盤と、

高い運用効率を実現するマルチテナ

ントサポート機能を提供するSaaS

アプリ実行基盤で構成されている。

SaaSデリバリ基盤は、データセ

ンタ上にある各アプリケーションを

ネットワーク経由で、利便性高く安

心・安全に利用者に提供するために

必要となる機能を提供する。具体的

には、利用者情報を一元管理するユ

ーザー管理機能、利用者の権限に応

じたアプリケーションのアクセス制
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HD映像サービスを、いつでもどこ

でもユビキタスに実現する多目的ビ

デオステーションとして、NECは

「NC1000-MV」を提供している。

NC1000-MVは、ハイクオリティな

HD画質のテレビ会議、多地点接続

機能（MCU：Multipoint Control

Unit）、リアルタイムコーデック、映

像配信／蓄積などの機能により、臨

場感あふれるHD映像コミュニケー

ションを実現することができる。

「NC1000-MVは、HDテレビ会議

システム、HD映像監視システム、

HD映像配信システム、HD-CGM

（Consumer Generated Media）な

ど、多くの利用シーンが考えられま

す。これらの高品位でリアリティを

感じられる映像サービスは、品質や

帯域・セキュリティを保証する

NGNならではのサービスとして今

後の発展が期待されており、

NC1000-MVでそういったユーザー

ニーズに応えたいと考えています。

現在、製品のNGN対応を進めてお

り、2009年２月には『国内初のＮ

ＧＮ対応ＨＤ－ＴＶ会

議システム』としてお

客様にご提供できる見

込みです。」（日本電気

㈱　第一ネットワーク

ソフトウェア事業部

青澤理絵子氏）

本製品の活用で次

のようなサービスを

実現できる。

・HDテレビ会議サービス

HDカメラからの入力映像をリア

ルタイムコーデックで送受信し、遠

隔地の会議相手と自然にリアルにコ

ミュニケーションを取ることができ

る。また、専用ゲートウェイの設置

で、外出先からも携帯電話を使って

テレビ会議への参加も可能である。

このHD画質のビデオ会議のメリ

ットは、SD画質の従来型と比較し

て、相手の表情や会議資料の内容を

高精細な画像で鮮明に映し出すこと

にある。HDテレビ会議サービスを

有効に活用することで、企業には

「移動時間・人件費・交通費の削減」

を、地球には「移動に伴うCO2発生

削減」を、家庭には「出張削減によ

る家族のふれあい時間創出」を期待

でき、ワーク・ライフバランスの観

点からも今後の社会に望まれるサー

ビスであると言える。

・HD映像監視サービス

HDカメラが送信する高画質映像

を、ハイビジョン大型モニターに表

示し、鮮明かつ迫力ある映像での監

視を実現する。マルチビューア、お

よび複数カメラ映像の同時表示によ

り、異常発生時の正確な情報収集が

可能である。また、トランスコーダ

の設置で、外出先からでも、携帯電

話で監視カメラ映像を確認できる。

監視カメラ映像は、H.264方式で効

率良く圧縮するため、これまで以上

に大量の映像を蓄積可能であり、過

去の事象についても、高精細な画質

で事後精査することができる。

・HD映像配信サービス

HD（1080i）の高精細映像を、大

画面TVでリアルに、ライブおよび

オンデマンド視聴することが可能で

あり、PCのWindows Media Player

等で視聴可能である。この映像配信

は様々なシーンに適用できる。例え

ば、塾や学校などでの教育用ビデオ
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Corporation（以下、ネットクラッカ

ー社）」の買収を完了した。

ネットクラッカー社は、通信サー

ビス事業者向けの運用支援システム

（OSS）で優れたノウハウを蓄積し

ている会社で、サービス導入支援

（フルフィルメント：サービス内容

の設定から受注、販売状況までを管

理・運用する導入支援システム）の

領域において、競争力の高いソフト

ウェア製品と優れた SI力があり、

海外の主要通信サービス事業者向け

に多数の納入実績がある。このため、

NECはネットクラッカー社を買収

することで、運用支援システム

（OSS）領域におけるワールドワイ

ドな展開への足がかりを獲得した。

「IPTV、トリプルプレイ、3Gと

いった最新の融合サービスを実現す

るために、通信通信サービス事業者

はネットワークレイヤとカスタマー

（顧客）レイヤに多大な投資をする

必要に迫られ、さらにサービスレイ

ヤについては、新しいサービスに最

適化するための既存システムの更改

が要求されています。しかし、すべ

てのバックオフィスシステムを一度

で再構築するのは非常に大きなリス

クを伴います。そこで、ネットクラ

ッカー社の製品である、革新的で広

範なフルフィルメントのソリューシ

ョンスイート『NetCracker』を活

用することにより、OSSをフレキ

シブルでスケーラブルなプラットフ

ォームに変革し、オーダー管理から

オペレーション／コストの最適化を

通して、収益獲得までのサイクルを

加速するサービス創造・管理が可能

となりました（図６参照）。フルフ

ィルメントに強いNetCrackerと、

それ以外の領域で強みを持つ従来の

アシュアランスや、ビリングといっ

た弊社の製品を組み合わせること

で、NGOSSのフレームワークの一

つである eTOMの全領域をカバー

できます。」（日本電気㈱　ネットワ

ークマネジメントシステム事業部

主任　飯田憲司氏）

NetCrackerのOSS機能は、他のシ

配信や、コミュニティイベントなど

のライブ映像配信等、いずれも、会

場にいなくても生の雰囲気を感じる

ことが可能である。

・HD-CGMサービス

市販のHDカムコーダで撮影した

HD（1080i）映像をスピーディにサー

バへアップし、高精細画質なまま関係

者で共有することができる。例えば市

町村議会の映像配信、スーパーマーケ

ットの広告配信、不動産物件の紹介、

工場での不具合ラインの原因解析等、

広範囲な領域に適用可能である。

「NC1000-MVの魅力は、これら

４つのサービスでお客様の様々な要

望に柔軟に対応でき、業種向けに一

括したパッケージソリューションと

して提案できることにあります。

例えば、工場向けパッケージとして

工場内の映像監視、本社－工場間のテ

レビ会議、工場見学用の映像配信を、

学校向けには教育用ビデオ配信、遠隔

授業、校内フィジカルセキュリティに

映像監視を、流通業向けには、店舗内

の映像監視とチラシ内容のHD-CGM

をそれぞれ提供する等、サービスを包

括したソリューション展開が考えられ

ます。」（日本電気㈱　第一ネットワー

クソフトウェア事業部　エキスパート

村井好信氏）

NECは2008年10月に、通信サービ

ス事業者向けビジネスの強化のため、

通信サービス事業者向けソフトウェア

と構築サービス等を提供する、米ソフ

トウェア会社「NetCracker Technology
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ステムとの親和性を考慮してデザイ

ンされているので、レガシーな資産

の有効活用に役立つ。また、ユーザ

ー企業のIT部門や所有するOSSとも

密接な連携を行い、ビジネスニーズ

に最適化された形で各機能を迅速に

利用することが可能である。以下、

NetCrackerのOSS機能一覧を、下の

階層から順に解説する（図７参照）。

・リソース管理

ネットワークの設計情報、設備の

キャパシティ、トポロジー、ロケー

ション、論理リソースを管理する

「リソースインベントリ」、外部の

NMS、EMSから取得した情報をイ

ンベントリ情報と比較し、差分情報

を更新する「リソース検出・同期」、

ネットワーク構築の際の需要予測を

ふまえたネットワーク設計機能や傾

向分析機能を用意した「ネットワー

ク設計・計画」、ケーブル、配管ダ

クト、電柱等の屋外設備全体のイン

フラ情報を管理する「屋外設備管

理」、リソースインベントリを拡張

し、すべてのネットワーク資産を、

ライフサイクルを通じて管理する

「資産管理」に分かれる。

・サービス管理

サービスを細分化し、オーダー入

力の際に設備との関連性の情報を提

供してサービス実現を支援する「サ

ービスインベントリ」、オーダー投入

を受けてサービスに必要な一連のプ

ロセスを自動化する「サービスプロ

ビジョニング」、ネットワークに障害

が発生した際にサービスや顧客にど

のような影響があるか分析する「顧

客影響分析」、サービス提供に必要な

運用・維持コストを算出する「運用

コスト管理」で構成されている。

・顧客管理

「顧客管理」では、フレキシブル

な製品カタログ、顧客情報、オーダ

ー処理に必要な一連の流れを管理

し、顧客オーダーに対して一連の処

理を行う。

これらのモジュールの1つ1つの機

能は、必要な業務フローに合わせて、

切り出して提供することができるの

も大きな特長である。OSS導入にお

いては無理のない計画を立てて、そ

れに合わせて通信サービス事業者の

システム全体を最適化することがで

きる。これらの機能を動作させる基

盤が、NetCrackerフレームワークで

ある。最新技術に統一されたプラッ

トフォームで構成されたフレームワ

ークにより、サードパーティのアプ

リケーションとの統合を容易に実現

可能にしている。また、J2EEスタン

ダードに完全準拠しており、

100%Webベースのユーザーインタフ

ェースとワークフローエンジンを持

ち、他システムとの幅広い連携と柔

軟なデータ管理が可能である。

NECは、自社で提供しているサ

ービス提供基盤（S D P）にも、

NetCrackerの活用が効果的である

ことを強調している。

「N G N時代の O S Sでは、N e t

Crackerを活用することが非常に有

効であると考えています。新サービ

スのTime to Marketをはじめ、NGN

の特徴であるEnd to Endのサービス

設定や、レガシー網とNGNの共存

などNGNへの移行を円滑に行うた

めの環境を実現することができるよ

うになります。」（前出　飯田憲司氏）
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